
コミュニティサロン「カフェ０
ゼロロク

６」
活動日 毎週火・木曜日＆第４土曜日（祝祭日・年末年始除く）
時　間 午前11時から午後２時まで（ラストオーダー 午後1時45分）
場　所 大島六丁目団地 ６号棟 １階（大島６-１-６）
メニュー コーヒー・紅茶など ２００円、　軽食セット ５００円
※新型コロナウイルス感染症の影響などにより、変更する場合があります。

「人と人のつながりのお手伝いをしたい」そんな想いで活動しています

　新型コロナウイルスの感染が拡大する中、地域では新たな取り組みが始まっています。
　電話による見守りや、お知らせの個別配付、掲示板の設置、SNSの活用など、つながる方法はさまざ
まですが、感染予防に十分留意しながらつながり続けること、つながることを諦めないことが大切です。
　このようななか、大島六丁目団地自治会と地域の皆さんの「高齢者もこどもも障害を持った方も
外国の方も、みんなが気軽に交流できる場所が欲しい」という想いから、大島六丁目団地にコミュニ
ティサロン「カフェ０

ゼロロク

６」が令和２年９月にオープンしました。
　「カフェ０

ゼロロク

６」は、広 と々した団地の中庭にあり、テラス席では中庭の景色を眺めながらゆったりと過
ごすことができます。入口にはスロープが設置され、ベビーカーや車いすでも安心して利用でき、サロ
ンではボランティアで活動する「カフェ０

ゼロロク

６推進委員会」のスタッフが温かい笑顔で迎えてくれます。
　コーヒーカップは地域の皆さんからの寄付品です。また、地元の商店の食材を利用するなど、地域
とのつながりを大切に運営されています。
　おひとりの男性や家族三世代など、さまざまな方がサロンを訪れ、「人と話せてほっとする場ができ
てうれしい」との声が寄せられています。江東社協では、このような居場所づくりや見守り活動など、
地域の皆さんの支え合い活動を支援しています。

地域の力が人をつなぐ
笑顔に出会う みんなの居場所
コミュニティサロン「カフェ０

ゼ ロ ロ ク

６」
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社協はみなさんの支え合い、助け合いをサポートする公共性を持った民間の福祉団体です
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「何か役に立ちたいと思い、

絵画を提供しました」

コミュニティサロンとは
　「コミュニティサロン」「コミュニティ
カフェ」「地域の居場所」など呼び方は
さまざまですが、地域の人が集い交流
する場所で、拠点を通じて地域住民
をつなげる役割を果たしています。

「スロープがあってベビーカーでも

安心して利用できました」
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問合せ   地域福祉推進課　地域支援係 
  （3640）1200　FAX （5683）1570

江東社協では、地域の皆さんの支え合い活動を支援しています。
地域でできる支え合い活動に関心のある方は、右記までお問い合わせください。

社協だより全戸配布
についてのお問い合わせ
社協だよりコールセンター
☎050（5434）9304
平日（月曜から金曜）午前９時から午後６時

広告ーー私たちは江東区の地域福祉活動を応援しますーー
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移動支援の様子

問合せ 総務課 管理係 （3647）1895　FAX（3647）5833

問合せ 総務課 管理係 （3647）1895 FAX（3647）5833

　江東社協では、年に１度「福祉のつどい」で多額のご寄付をいただいた個人・団体に対し、感謝状贈呈式を行っております。　
　今年度は新型コロナウィルス感染拡大を防ぐため、開催を中止し、贈呈対象者の方へ感謝状を郵送する形式をとりました。
感謝状をお贈りした方々は、ご寄付いただいた方、個人6名、法人・団体２4団体、特に多額のご寄付をいただいた方、個人１名
の合計7名、２4団体です。（敬称略・５０音順）

　江東社協は、江東区内の社会福祉法人と連携し、地域における公益的な取り組みを推進するこ
とを目的に、江東区内社会福祉法人ネットワークを立ち上げています。
　社会福祉法人が多様化・複雑化する地域の福祉ニーズに対応するため、創意工夫により先進
的・先駆的に取り組む事例をシリーズで紹介していきます。
　今回は令和２年９月から１１月にかけて実施された、社会福祉法人のびのび福祉会による「知的
障害者・児移動支援従業者養成研修」についてご紹介します。社会福祉法人のびのび福祉会 理事
長 青柳浩二氏と介護ステーション太陽 管理者 小林健一郎氏に話を聞きました。

－研修を実施した目的を教えてください
　この研修は、屋外における移動が困難な
障害者等に対する移動支援に必要な知識、
技能等を取得することを目的に行っていま
す。日中、特に休日に外出することが困難な
知的障害者が多く、支援者（ヘルパー）の
ニーズが高まったため、平成１５年度に第１
回目の研修を実施し、本年度は第７回目と
なりました。法人内部の職員だけでなく、広
く区民の皆さんにも参加していただき、研修

修了者は計１７０名を超えました。
－研修を実施してみていかがでしたか
　福祉関係者だけでなく、当事者の家族や
一般区民の方の参加も多く見られます。受
講をきっかけに福祉職に就いた方や、当福
祉会に就職した方もいます。なにより、知的
障害者への理解が深まっていると感じます。
　また、研修は全１９時間に及びますが、講
義は法人内部の職員が担当していますの
で、職員自身もあらためて勉強し、知識や能
力の向上にもつながっています。
－今後の展望はありますか
　研修をとおして、より多くの方に支援者

（ヘルパー）を担っていただくことで、移動

支援のニーズを充足し、現在のヘルパー不
足を解消できればと考えています。また、地
域の皆さんに障害者福祉に関する制度や知
識を伝えることで、地域に貢献できると考え
ています。これからも研修を続け、多くの皆
さんに受講していただき、知的障害者に対
する理解を深めていただきたいと思います。
また、江東社協の事業である、ふれあいサー
ビスや、ファミリー・サポート事業とも協力
し、地域での支え合い活動をともに盛り上げ
て行きたいと思います。
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江東社協へのたくさんのご寄付、及び
地域福祉事業協力に心から感謝申し上げます

江東区内社会福祉法人ネットワーク
地域公益活動の取組み紹介 〜第2回〜

社会福祉法人 のびのび福祉会　理事長  青柳 浩二氏（左）
介護ステーション太陽　管理者  小林 健一郎氏（右）

問合せ 総務課 管理係 （3647）1895　FAX（3647）5833

社会福祉法人のびのび福祉会
「知的障害者・児移動支援従業者養成研修」

知的障害者・児移動支援 従業者養成研修の様子

団体（一般）
有明興業株式会社
イオンリテール株式会社 イオン東雲店
一般社団法人 東京都トラック協会 深川支部
医療法人社団 亀藤会 亀戸中央通り歯科
ウェルライフグループ　株式会社 日冠
学校法人 恩寵学園 大島新生幼稚園
株式会社 羽田野建設　代表取締役 羽田野 勤 
株式会社 ワイズマート　代表取締役 吉野 秀行　
きよし幼稚園　園児一同
公益社団法人 江東西青色申告会
公益社団法人 東京都宅地建物取引業協会 江東区支部
江東区更生保護女性会
江東建設業協会

団体（一般）
仁生堂薬局
新日本工業株式会社　代表取締役 小林 盛
田中商店　田中 季彦
朝・日友好親善新春の集い　
東覺寺
東京商工会議所 江東支部 こうとう利再来くらぶ
代表 渡辺 省吾
東京都中央卸売市場豊洲市場 福祉報徳会
東京都立第三商業高等学校 生徒会
日蓮宗 東京東部社会教化事業協会
深川消防団 第二分団一同　
菱幸運輸株式会社　

個人（特別）

加藤　玉枝
個人（一般）

相澤　守・千恵子

石渡　基治

伊藤　昭二

小林　由樹

小室　明子

鈴木　淳一
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物品寄付者のご報告
 （令和2年9月16日から令和２年12月10日）敬称略・受付順

●（一財）太田慈光会 代表理事 太田 義徳
　（ジャガイモ 3,000㎏）
●塩谷 しづ子（紙おむつ一式）
※  いただいた物品は、区内福祉施設などへ贈りました。上記に

掲載した寄付以外にもたくさんの善意がよせられています。
※  車いすは、区民の皆さんへの貸出用とさせていただきます。
※  使用済み切手などは、江東ボランティア連絡会の活動のた

めに活用させていただきました。
※  現金の寄付者につきましては、江東区報の毎月１日号に掲載

しております。１１月分のみ、１２月２１日号に掲載しました。


